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第 71回東洋書芸展が上野東京都美術館に於て令和

7年 12月 4日～11日まで開催されました。期間中の

12月 6日に表彰式とレセプションが上野精養軒に於

て開催されました。高市首相の台湾有事発言が発端

で中国との政局が緊張する中、中国出品者の方々が

来賓出席されたことは文化交流の流れを絶やすこと

が無くて、よかったと思います。全体の出品点数は昨

年とそう変わらずでしたが、半切の入選作品が昨年

の半分になってしまい将来を案じております。 

 

今回展の印象で紙面一杯に文字が重なり合う傾向が

あり、開会の辞で以下のことを申しました。 

12月 22日は筑峯先生 16回目の祥月命日ですが、

その筑峯先生が著書の中で「余白は計算されなけれ

ばならない。文字の個性と調和が余白によって精彩

を放つ。」と述べられています。芸術を評する言葉に

気韻生動と言う言葉がありますが、余白によって精彩

を放つがこれに通ずるものがあると考えます。余白を

生かした作品作りをお願いいたします。 

 



 宮部書道会会報 

 

 


